
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
シ
リ
ー
ズ
②

Ｑ
．６５

歳
ま
で
の
雇
用
延
長
の
方
法
と
し
て

選
択
が
認
め
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
が
？

①
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ

Ａ
．

②
定
年
制
度
の
廃
止

③
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

の
い
ず
れ
か
の
方
法
に
よ
り

６
５
歳
ま
で
の
雇
用
延
長
に

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
来
の
定
年
年
齢
５
５
歳
が
６
０
歳
へ
と
一
気
に
５

歳
も
引
き
上
げ
ら
れ
た
の
が
、
平
成
１
０
年
４
月
の
こ

と
で
し
た
。
そ
の
時
は
、
一
律
に
６
０
歳
へ
引
き
上
げ

ら
れ
、
経
過
措
置
、
特
例
措
置
等
の
激
変
緩
和
措
置
は

講
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
の
改
正
は
一
律
６
５

歳
へ
の
引
き
上
げ
を
法
律
上
明
記
し
て
い
な
い
の
が
前

回
改
正
時
と
大
き
く
違
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
改
正
は

各
企
業
の
実
情
、
雇
用
状
況
等
を
考
慮
し
た
柔
軟
な
取

り
扱
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
一
定
の
制
約
内
で
各
社
各

様
の
雇
用
延
長
の
対
応
が
可
能
で
す
が
、
特
例
措
置
、

激
変
緩
和
措
置
の
趣
旨
を
理
解
し
た
上
で
の
対
応
が
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

原

則

論

今
回
の
改
正
は
定
年
年
齢
を
６
５
歳
へ
変
更
す
る
も

の
で
は
な
く
、
６
０
歳
の
定
年
を
維
持
し
た
ま
ま
継
続

雇
用
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
も
認
め
て
い
ま
す
。
以
下

３
つ
の
方
策
を
概
説
し
ま
す
。

（
１
）
定
年
年
齢
の
引
き
上
げ

６
０
歳
の
定
年
年
齢
を
６
５
歳
以
上
に
引
き
上
げ
る

こ
と
で
す
。
こ
の
場
合
、
従
前
の
労
働
条
件
は
引
き

続
き
継
続
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
す
。
給
与
、
退
職

金
等
の
労
働
条
件
変
更
の
取
扱
い
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

（
２
）
定
年
制
度
の
廃
止

年

齢

に

関

係

な

く

労

働

者

が

辞

め

た

い

と

い

う

ま

で

雇

用
を

保

障

す

る

こ

と
に

な

り

ま

す

。

一

方

、

会

社
は

労

基

法

１

８

条
の

２

（

解

雇

権

濫

用

法

理

）
の

規

制

を

受

け

ま
す

。

（
３
）
継
続
雇
用
制
度
の
導
入

前
項
２
つ
が
６
５
歳
ま
で
の
雇
用
を
無
条
件
に
保
障

す
る
の
に
対
し
、
継
続
雇
用
制
度
は
６
０
歳
の
定
年

を
一
旦
受
け
入
れ
、
そ
の
後
再
雇
用
制
度
あ
る
い
は

勤
務
延
長
制
度
を
導
入
し
て
、
６
５
歳
ま
で
の
雇
用

を
保
障
す
る
も
の
で
す
。
原
則
論
と
し
て
は
、
希
望。

者
全
員
を
６
５
歳
ま
で
雇
用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

【
再
雇
用
制
度
】

定
年
に
達
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
旦
雇
用
契
約
を
終

了
さ
せ
た
後
に
新
た
に
雇
用
契
約
を
締
結
す
る

【
勤
務
延
長
制
度
】

定
年
に
達
し
た
際
、
従
前
の
雇
用
契
約
を
終
了
さ
せ

る
こ
と
な
く
雇
用
を
維
持
す
る

継
続
雇
用
制
度
導
入
の
特
例
措
置
①

（

）

、

前
項

３

の
継
続
雇
用
制
度
を
導
入
す
る
場
合
は

原
則
、
希
望
者
全
員
を
６
５
歳
ま
で
雇
用
す
る
必
要
が

あ
る
と
前
述
し
ま
し
た
が
、
特
例
措
置
と
し
て
、
労
使

協
議
で
選
定
基
準
を
設
定
し
た
場
合
は
、
継
続
雇
用
す。

る
対
象
者
を
限
定
す
る
こ
と
も
可
能
と
さ
れ
て
い
ま
す

《
選
定
基
準
を
設
定
す
る
場
合
の
留
意
点
》

選
定
基
準
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
労

使
協
議
に
委
ね
ら
れ
ま
す
が
、
法
律
改
正
の
趣
旨
、

労
働
関
連
法
規
お
よ
び
公
序
良
俗
に
反
す
る
も
の
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
意
欲
、
能
力
等

具
体
的
に
示
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

①
具
体
性
を
有
す
る
こ
と

意
欲
、
能
力
等
が
で
き
る
限
り
具
体
的
に
示
さ
れ

て
お
り
、
労
働
者
自
ら
そ
の
基
準
に
適
合
す
る
か

否
か
を
一
定
程
度
予
見
可
能
で
あ
る
こ
と

②
客
観
性
を
有
す
る
こ
と

必
要
と
さ
れ
る
能
力
等
が
客
観
的
に
示
さ
れ
て
お

り
、
該
当
可
能
性
を
予
見
で
き
る
こ
と

継
続
雇
用
制
度
導
入
の
特
例
措
置
②

前
項
の
特
例
①
の
労
使
協
議
が
締
結
に
向
け
て
努
力

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
調
わ
な
か
っ
た
場
合
は
、
一
定

期
間
は
、
労
使
協
定
に
代
え
て
、
就
業
規
則
に
継
続
雇。

用
制
度
の
対
象
者
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す

＊
大
企
業

→

平
成
２
１
年
３
月
３
１
日
ま
で

＊
中
小
企
業
→

平
成
２
３
年
３
月
３
１
日
ま
で

こ
の
期
間
は
景
気
の
状
況
に
よ
っ
て
延
長
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

激
変
緩
和
措
置

６
５
歳
ま
で
の
雇
用
延
長
の
方
策
は
前
述
の
と
お
り

で
す
が
、
履
行
時
期
に
関
し
て
は
平
成
２
５
年
４
月
ま

で
の
段
階
的
な
実
施
も
可
能
で
す
。

＊
Ｈ
１
８
年
４
月
１
日
～
Ｈ
１
９
年
３
月
３
１
日

→

６
２
歳

＊
Ｈ
１
９
年
４
月
１
日
～
Ｈ
２
２
年
３
月
３
１
日

→

６
３
歳

＊
Ｈ
２
２
年
４
月
１
日
～
Ｈ
２
５
年
３
月
３
１
日

→

６
４
歳

＊
Ｈ
２
５
年
４
月
１
日
～

→

６
５
歳

留

意

点

継
続
雇
用
制
度
の
対
象
者
の
選
定
基
準
は
就
業
規
則

に
も
明
記
可
能
と
前
述
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま

で
も
労
使
協
議
が
不
調
に
終
わ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
協

議
継
続
中
で
は
あ
る
が
労
使
協
定
の
締
結
に
は
至
っ
て

い
な
い
場
合
に
限
り
認
め
ら
れ
る
も
の
で
す
。
就
業
規

則
あ
る
い
は
労
使
協
定
の
選
択
を
認
め
る
も
の
で
は
な

い
と
い
う
こ
と
で
す
。


